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Abstract：Inordertodevelopapeereducatortrainingprogramasanewstrategyforyouth‐

to-youthsexeducation，weexaminedwhethertheprogrammodifiedcognitionandbehaviors

ofsexualityinhighschoolstudents・

Thistrainingprogramcontainedbasicseminarwhichwasl2-hourandfollow-upseminar

whichwas4-hour・Thistrainingprogramprovidedinformationaboutcommunicationskilland

sexuality，wasprovidedforhighschoolstudentsbyuniversitystudentswhohadfinishedthe

peercounselorcourseusinganempowerment-evaluationapproach

Weadministeredaquestionnaireandfocusgroupinterviewaboutsexualityandcommuni-

cationtohighschoolstudentswhoparticipatedinapeereducatortrainingprogramin2008

Thequestionnairecontainedquestionsaboutsexuallytransmitteddiseases，contraception，deci‐

sion-makingrelatedtosexualbehaviors，self-efficacyandself-esteem・Thedatawerecollected

before,ｊｕｓｔafter,ａｎｄthreemonthsafterthepeereducatortrainingprogram

Fifteenhighschoolstudentswereenrolledthebasicseminarandelevenhighschoolstu‐

dentswereenrolledthefollow-upSeminar・Theylearnedcommunicationskills，andtheyre-

portedanimprovedabilitytoformgoodhumanrelationsaftertheprogramlnaddition，they

reportedanincreaseinknowledgeandrecognitionabouttheirsexuality・Averagescoresof

self-efficacyandself-esteemraisedwerejustafterandthreemonthsaftertheprogramcom‐

paredwithscoresbeforetheprogram

Thispeereducatortrainingprogramwaseffectiveintheachievementofcommunication

skills，self-understanding，anddecision-makingaboutsafersexualbehaviorsltisneededto

keeptheactivitiesaspeereducatorsintheirschoolltisnecessaryforexpansionoftheir

playground．

ＫｅｙｍｏＭｓ：highschoolstudents，peereducators
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I．はじめに ケンは、“ピアエデケーションとは同年代または

所属を同じくするグループが、情報や知識．価値

観・スキル・行動を分かち合うことである'，と定

義し、世界各地で若者のピアエデケータ_（仲間

教育者）を募り、訓練している。そして、若者に

おけるビアエデケーションは、与える人間とそれ

を受けとる人間が近い立場にいることで、知識に

説得力が増すことから、若者のスキル．知識の向

上に効果的に働き、若者の行動変容に有効である

と述べている2)。このように、知識伝達を主とし

た指導型では主体的な行動変容は起りにくいこと

から、現在、保健医療の分野では行動変容をもた

らすのに効果的な健康教育として、価値観を共感．

共有できる“仲間（peer)，，というキーパーソン

が行うビア（仲間）カウンセリングという方法が

注目を浴びている。

高村は、我が国の若者の行動変容をもたらすよ

うな性＝生の健康教育取り組みとして、大学生の

ビアカウンセラー養成プログラムを作成し、思春

期ビアカウンセリング・ピアエデケーション普及

のためのマニュアルを作成した2)。このプログラ

ムは「ビアカウンセリングに関する知識・スキル｣、

｢セクシャリテイに関する知識｣、「ビアカウンセ

リングの実践｣、「エンパワーメント」などによっ

て構成され、３０時間のベーシックセミナーと、実

践後の15時間のフォローアップセミナーからなる。

このビアカウンセラー養成プログラムを用いて全

国各地で大学生のビアカウンセラー養成が行われ

ている。そして大学生によるピアエデュケーシヨ

ンが実施され、高い評価を得ている3)の8)。大学

生と同じような活躍を高校生にもできるのではな

いかということから、熊本県では思春期健康教育

事業としてピアエデュケーター養成に取り組むこ

ととなった。この事業は、訓練された高校生のビ

アエデュケーターが、各高校でクラスや友人のロー

ルモデルとなり、仲間が必要としている情報の提

供や性の理解を深め、より良く生きることの大切

さを伝え、お互いの将来の人生設計を実現してい

くために、今自分が何をすべきかを考える力を養っ

子どもから大人への移行期である思春期／青年

期は自分が何者なのかを模索し、自己同一性（ア

イデンティティ）を確立する時期である。また二

次』性徴が顕著になり、心身の性的成熟により、性

意識・性的欲求が高まってくる。そのため性的な

ことがらや情報に関心が生じて異性や他者とのか

かわりに変化がみられる時期でもある。年々、高

校生の性交経験者が増えてきており、性交経験者

の低年齢化や、性交相手が「複数化」しているこ

とが指摘されている！)。

平成19年度の熊本県における10代の人工妊娠中

絶実施率は全国でも上位となっている。このこと

から、中・高校生から性交には妊娠や』性感染症に

罹患する可能性があることを理解し、望まない妊

娠や性感染症を予防するための避妊や感染予防に

ついて考え、実践する力を身につけることが必要

だと考える。

わが国の若者を取り巻く環境の大きな特徴のひ

とつに、諸外国と比較して高い教育水準が国全体

で保たれていることが挙げられる。性＝生の健康

教育も教育体系の中に整備されているにもかかわ

らず若者の性＝生の問題行動が、何故、これほど

までに長期的に大きな社会問題になっているのだ

ろうか。これまでの教育は、大人の価値観で構成

された知識を教えるだけの指導型の健康教育が主

流であった。このような教育は若者の心理を理解

し、真のニーズに沿った性＝生の健康教育となっ

ていない可能性が高く、若者に対する`性＝生の健

康教育の方法論を大きく見直す時期に来ている。

1977年に世界保健機関（ＷＨＯ）は“思春期の人

びとのへルスニーズ”という専門委員会報告書で、

思春期の人びとは権威に対して錯綜した感情があ

ることや思春期初期には自尊心が損なわれる傾向

があることから、同年輩の仲間同志の効果的なカ

ウンセリング（Peercounseling）プログラムを

開発することの重要性を強調している2)。また、

国際家族計画連盟（IPPF）のドーチェ・ブラー
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表１高校生のビアエデュケーター養成プログラムたり、‘性感染症や人工妊娠中絶予防に向けた行動

変容を促すことを目的としている。この事業を遂

行するにあたって、本研究では高校生の性＝生の

自己決定能力を高めることを目指した高校生のた

めのビアエデュケーター養成プログラム（Ver.ｌ）

を作成することを目的とした。

12時間ベーシックセミナー

ビアカウンセリングの理論とスキル

セクシユアリテイに関する知識

実践計画

８時間

３時間

１時間

フォローアップセミナー ４時間

活動の振り返り

エンパワーメント

セクシュアリテイ再確認

ピアカウンセリングブラッシュアップ

１時間

0.5時間

0.5時間

２時間

Ⅱ研究方法

１．高校生のビアエデュケーター養成プログラム

(Ver､１）の作成

本研究における高校生のビアエデュケーター養

成プログラムは、`性に対する正しい知識と思春期

ビアカウンセリングのスキルを学び、学んだこと

を活かしながら、大学生のピアカウンラーと連携

して所属する高校または地域の中でピアエデュケー

ターとして活動できる高校生を育成することを目

指す。そこで本プログラムの作成にあたっては、

高村らが開発した思春期ビアカウンセラー養成カ

リキュラム2）を参考にした。

本養成プログラムは、ベーシックセミナー（１２

時間）とフォローアップセミナー（４時間）のふ

たつのセミナーを中心として構成した（表ｌ）。

ベーシックセミナーは、ビアカウンセリングの理

論と基本的スキル、セクシャリテイにおける基本

的な知識を学び、ビアエデュケーターとして活動

できる能力を身につけることを目的とした。また、

フオローアップセミナーは更に充実した活動がで

きるように、ベーシックセミナー後の体験を踏ま

えて、自分自身や周囲に生じた変化、悩みや思い

を、ビアエデュケーターの仲間同士で話し合い、

共有することによってエンパワーメントを促進す

ることと同時に、セクシャリテイやビアカウンセ

リングスキルのブラッシュアップを行った。

教育方法としては、理解すべき基本的な知識や

態度については講義形式となるが、より効果的な

学習が促進されるように、講義と平行してエクサ

サイズ、グループワーク、ロールプレイといった

双方向の学びの機会を多く取り入れて実施する形

式とした。

実施にあたっては、高校生同士や大学生との交

流を深めることと、ゆとりをもってセミナーを開

催するために、ベーシックセミナーは２日間とし

た。実施場所としては可能であれば宿泊施設を併

設した施設であること、また、施設の屋外で行う

実習や演習も想定されるため、できれば、自然が

多い、静かな場所でおこなうこととした。

講師と参加者の直接の対話が十分に行われるよ

うに受講募集人数は30名程度とした。

２．高校生のビアエデュケーター養成セミナー

(以下養成セミナー）の実施

Ａ保健所並びにＢ保健所管轄内の高校に通学す

る高校生を対象として、“自分との散歩道，，とい

うテーマで実施した。

Ａ保健所地区ではベーシックセミナーを平成２０

年７月に１泊２日で実施し、フォローアップセミ

ナーは平成21年１月に実施した。Ｂ保健所では、

ベーシックセミナーを平成20年８月の連続した２

日間で実施し、フォローアップセミナーは平成２０

年12月に実施した。

１日目の目標は①コミュニケーションスキルの

基礎を学ぶ、②自己や他者についての理解を深め

る、２日目の目標は③性について考える、を中心

として実施した。ビアカウンセリングやセクシャ

リテイの理解を深めることを目的としたプログラ

ムでは講義に加え、構成的グループ・エンカウン

ターのエクササイズを取り入れた。コミュニケー
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ション並びに性に関する知識やスキルについては、

寸劇や紙芝居、ロールプレイ、ゲームによって大

学生が情報と課題を提示し、それらについて最初

は高校生が個々に考えてもらい、その後グループ

ワークやディスカッションを通して意見交換をす

る形式を基本とした。

自身の中で変化したことや気をつけるようになっ

たこと、ベーシックセミナー受講後の活動内容つ

いて考えてきてもらい、フォローアップセミナー

の中で実施した。インタビューを始めるにあたっ

て、お互いはピアネームで呼び合うこととインタ

ビュー内容をテープに録音することについて了承

を得た。終了後、逐語録を作成し、①前回のセミ

ナーで特に印象深かったプログラムの内容とその

理由、②ビアカウンセリング受講後自分自身の中

で変化したことや気をつけるようになったことに

ついては研究者２名で内容分析を行い、カテゴリー

化した。

３．高校生のビアエデュケーター養成プログラム

の評価

本プログラムの評価として、受講生に対する質

問紙調査とグループ・フォーカスインタビューを

行った。

質問紙調査の調査票は基本属』性、性に関する知

識・認識・行動の項目に坂野・東條らの一般性

Self-Efficacy尺度、RosenbergのSelfEsteem尺

度などを加えた渡邊8）の「性に関するビアカウ

ンセリング」調査票を基に作成した。受講後調査

には受講前調査項目に加え、“ピアカウンセリン

グセミナーの中で印象に残っていること，，、“ビ

アカウンセリング受講後自分自身の中で変化した

ことや気をつけるようになったこと'，についての

自由記載を加えた。調査は、受講直前、受講直後、

受講後３ヶ月後に実施し、倫理的配慮として、調

査への協力は自由意思であること、回答の提出を

もって同意が得られたものと判断する旨を説明し、

また分析において受講前後の比較が必要であるた

め、自分が決定した同一の印を受講前後の回答票

に記入してもらった。調査票とともに回収用の専

用のワンタッチ式封筒を各々の対象者に配布し、

個別に封をした後に回収した。

分析方法は、自由記載については記載された内

容によって分類した。５段階法による質問項目は

｢そう思う」「どちらかといえばそう思う」を「思

う」に分類して受講前後で比較した。一般性Self-

Efficacy尺度とSelf-Esteem尺度については平均

点を比較した。

グループ・フォーカスインタビューは事前に、

前回のビアカウンセリングセミナーの中で印象に

残っていること、ビアカウンセリング受講後自分

Ⅲ、結果

参加者はＡ保健所地区がベーシックセミナー９

名（男子１名、女子８名)、フオローアップセミ

ナー７名で、Ｂ保健所はベーシックセミナー６名、

フォローアップセミナー５名であった。

調査票の回収は受講前並びに受講直後が15名

(回収率100％）で受講３ケ月後が10名（回収率66.7

％）であった。

１．受講者の属性（表２）

受講生の学年は、２年生が７名（46.7％)、３

年生が８名（53.3％）であり、性別は女子が14名

(93.3％）であった。

何でも相談できる友人がいると回答した者は１４

名（93.3％）であり、現在、彼.彼女がいる人は

14名（93.3％）であった。

表２思春期ビアカウンセリング講座を受講した高校

生の属性（n＝15）

人（％）

2年生３年生
年学

７（46.7）８（53.3）

男性 女,性
性 別

１（6.7）１４（93.3）

相談できる友人がいる 1４（933）

現在、彼．彼女がいる 1４（93.3）

－７６－



高校生のビアエデュケーター養成のプログラム開発

表３自己や性に関する認識並びに行動についての受講前後の比較（％）

受講前

Ｎ＝1５

受講直後

Ｎ＝１５

３カ月後

Ｎ＝１０

将来の人生の計画は具体的である

自分自身のことを自分でよく理解している

自分の考えていることをありのままに表現できる

自分の`性に生まれてよかった

異性とつきあうのは相手のことをよく知ってから

‘性交は特定の相手とするものである

友達が性交を経験していたら自分も早く経験したい

‘性交を求められて、気持ちの準備ができていないとき

相手に自分の気持ちを伝える自信がある

知りあって初めて性交しようとしていると仮定したとき

性交の前に性感染症について考える

‘性交の前に妊娠について考える

コンドームを必ず使う自信がある

コンドームを正しく使う自信がある

33.3

66.7

33.3

86.7

73.3

66.7

６．７

60.0

86.7

80.0

80.0

100

100

０

50.0

70.0

70.0

60.0

60.0

90.0

10.0

66.7 86.7 80.0

60.0

100

80.0

66.7

93.3

100

93.3

86.7

90.0

100

900

70.0

２．ビアエデュケーター養成セミナー受講前後の

比較（表３、表４，表５）

自己や性に関する認識並びに行動については受

講直後は「自分自身の事を自分でよく理解してい

る」人の割合が高く、「将来の人生の計画は具体

的である」と回答した人の割合が高くなっていた。

また、「自分の考えていることをありのままに表

現できる｣、「性交は特定の相手とするものである｣、

｢性交は特定の相手とするものである」、「性交を

求められて、気持ちの準備ができていないとき、

相手に自分の気持ちを伝える自信がある」につい

ては受講前に比べ受講直後が高くなっており、

｢友達が性交を経験していたら自分も早く経験し

たい」と回答した人はいなかった。さらに、“知

りあって初めて性交すると仮定したとき”には、

受講前では全ての人が妊娠は考えると回答してお

り、性感染症について考える人は60％であった。

しかし、受講後は93.3％が性感染症について考え

ると回答しており、「コンドームを必ず使う自信

がある」と「コンドームを正しく使う自信ある」

と回答した人の割合も増えていた。

受講３ヵ月後は受講直後ほどの大きな変化は見

られなかった。しかし「将来の人生の計画は具体

的である｣、「性交は特定の相手とするものである｣、

表４受講前後の妊娠や性感染症に関する知識の正答率の比較（％）

項目 ３カ月後

1００

８００

７０．０

７０．０

２０．０

９０．０

１００

９０．０

７０．０

７０．０

1度の`性交でも妊娠する。

安全日の性交は確実な避妊法である。

膣外射精は確実な避妊法である。

ピルは確実な避妊法である。

コンドームは確実な避妊法である。

日本ではピルは薬局で買える。

７
－
７
－
３
－
７
－
３
－
３

巴
。
●
申
●
⑤
●
。
●
｜
●

５
雫
６
－
３
－
６
》
３
－
３

８
’
８
－
７
－
６
－
３
－
７

100

84.6

80.0

100

20.0

93.3

妊
娠
の
知
識

性
感
染
症
の
知
識

`性感染予防にコンドームは効果的である。

性感染予防にピルは効果的である。

性感染症はオーラルセックスでも感染する。

特定相手との性交では`性感染症に感染しない。

３
》
０
－
０
－
０

●
Ｃ
●
』
●
⑤
●

３
－
０
－
０
》
０

９
－
８
－
４
－
４

100

93.3

60.0

86.7
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表５受講前後の一般的SeIf-Efficacy尺度得点とSelf-
Esteem尺度得点の比較

（Mean±S、）

レーズを使うことで話が聞けているんだなという

実感が持てるようになった」などのように、コミュ

ニケーションスキルについての学びがきかれた。

また「－人ひとり、価値観って違うということが

すごく分かったし、自分が納得するまで話し合う

ことも普段の生活で大事だということが学べた」

のように他者の価値観に関する気づきや理解の学

び、そして「いつも自分の短所ばかり見えてきて

他の人はこうなのになんでできないのだろうって

卑屈になったりとか、逆に、その他の何でもでき

る人をひがんだりしていた（中略）でも気付けな

かった自分の良さに自信が持てた」など自己理解

や「最初に会う人は、外見や声とかで決めつけた

りしていたけど、こう見えて本当はこういうこと

あるんだなって気付くことができた」のように他

者への気づきが深まっていることが示された。

“ビアカウンセリング受講後自分自身の中で変

化したことや気をつけるようになったこと，，では

31のコードがあり、【他者に共感する】【他者の

気持ちを尊重する】【異性との向き合い】【他者

の価値観を認める】【話をきくときの態度】【友

人からの信頼が増える】【自分自身と向き合う】

【社会へ目を向ける】の８つのカテゴリーに分類

できた。（表７)。

“ベーシックセミナー受講後の活動内容，，とし

ては、文化祭での展示、家族（思春期の妹）や友

人へカウンセリング技術をつかったコミュニケー

ション、友人と将来設計や異性との付き合い方の

話し合いをしたことが報告された。また、高校1

校では養成したビアエデュケーターと大学生のコ

ラボレーションによってＨＲの時間でのビアエデュ

ケーターの活動を行った。“今後の課題，，として

養成セミナーの広報の問題が挙げられた。ビアエ

デュケーター募集にあたって「ビア」や「カウン

セリング」という言葉がイメージしにくいことと

後輩に紹介する時に言葉では説明しづらいという

ことが挙げられた。

｢性交を求められて、気持ちの準備ができていな

いとき、相手に自分の気持ちを伝える自信がある｣、

｢性交の前に性感染症について考える｣、「コンドー

ムを必ず使う自信がある」と回答した人の割合は

受講前に比べて高い割合が維持されていた。

妊娠に関する知識の正答率で、受講前に比べ受

講直後が高かった項目は「一度の性交渉でも妊娠

する｣、「ピルは確実な避妊法である」であり、性

感染症については全ての項目が受講直後は正答率

が上がっていた。そして３カ月後も維持されてい

た（表４)。

一般的Self-Efficacy尺度やSelf-Esteem尺度の

得点は男子が女子よりも高い傾向がみられる''１

が、今回は男子が一人であったことから合わせて

分析した（表５）。一般的Self-Efficacy尺度の得

点（平均±標準偏差）は受講前５６±3.6点から受

講直後64±3.3点になっており、３カ月後は６６±

3.8点であった。またSelf-Esteem尺度の得点（平

均±標準偏差）も受講前211±5.7点から受講直

後23.0±6.2点になっており、３カ月後は23.4±６２

点であった。

３．ビアエデュケーター養成セミナーに対する受

講者の評価

フォーカス・グループインタビューで述べられ

た“ビアカウンセリングセミナーの中で印象に残っ

ているプログラムの内容とその理由，，（表６）に

ついては、「アドバイスを与えなくていいとか、

気持ちに寄り添うとか、自分がこれまで思ってい

たことと違う相手との話し方が学べた」「パラフ
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高校生のピアエデュケーター養成のプログラム開発

表６ベーシックセミナーで印象に残っている内容とその理由

－７９－

内容 理由

オープニング．

エクササイズ

(似たもの探し）

.最初に会う人は、外見や声とかで決め付けたりしてたけど、こう見えて、本当はこうい
うことあるんだなって気付くことができた。

仲間の話を聞く時の

8つの約束事

.今までは友達に相談されたときに、何かアドバイスしないといけないと思っていたけど、

アドバイスを与えなくていいとか、

ことと違う相手との話し方っていう

気持ちに寄1)添うとか、自分がこれまで思っていた

のを学べた。

･相談を友達から受けるときに、何か役に立つことを言わないとおもって、空回りしたり

することもよくあったけど、友達の気持ちに共感したりすることも大事なんだなってい

うこともわかった。

話の聞き方 ･普段は全然意識しないことでも、話きいた|)、話す立場なると、それだけで違った1）し

たし、すごく話しやすかった。新たな発見があった。

･パラフレーズを使うことで話が聞けてるんだなっていう実感が持てるようになった。

言葉によるコミュニ

ケーションと言葉以

外によるコミュニケー

ション

･おんなじことを言われて、絵をかいたけど、最後にみんなの見たときに、描き方も色も

全然違って、その言葉一つでも、それぞれ違うとらえ方があるんだなって感じた。

メールの内容をみんなどういうふうに思うっていうのが、－番印象に残っている。普段

しているメールでも、絵文字がないとか、声文字だったとか、自分が送ったことが、相

手は別の意味で捉えられて、受け取られるということが、みんなの意見を聞いてよく分

かつた。その文章で伝えることの難しさを知ることができた。

良い話の聴き方の演

習（．・カウンセリ

ング）

･人見知りするほうだけど、しゃべれて、相談のアドバイスの仕方や、考え方みたいのを

学べた。

･話の聞き方を習って、意識しながら話したけど、難しかった。でも意識しながら話して

●

いたら、色々お互い話を引き出したりして、楽しく話せた。

普段は全然意識しないことでも、話きいたり、話す立場なると、それだけで違ったりし

たし、すごく話しやすかった。新たな発見があった。

自分の素敵なところ

を見つけましょう

● いつも自分の短所ばっかり見えてきて、他の人はこうなのに、何で出来ないのだろうっ

て、卑屈になったりとか、逆に、その他の何でもできる人をひがんだりしていた。（長

所を）書いてもらって、今まで長所って言われていなかったことが、長所って言われた

りとか、気付けなかった自分の良さに、自信が持てた。

愛の12段階 ･愛し方とかも愛され方とかも違うし、でも一つ一つの段階を二人で大切にしていかなきゃ

いけないなって,思った。

人生グラフ ．改めて考えてみて、あ－こんなことがあったんだ、って言うのを思い出せたので、嬉し
かつた ○

恋愛の価値討論 ●

●

●

みんな考え方とか、価値観とかが全然違って面白いなって思った。

人それぞれで考え方があって、それぞれ違う意見をひとつにまとめるのが難しかったけ

ど、それも楽しかった。

一人一人、価値観って違うということが、すごくわかったし、自分が納得するまで、話
し合うっていうことも普段の生活で大事だということを学んだ。
･性が違ったら、違う意見が男と女で差があるのかなって思っていたけど、もちろん差は

あるんですけど、でも同じ部分とか、あるんだな。すごいやっぱり、人間だから－緒な
んだなってわかった。

4億分の１の命 ･授業で習ったりもしたけど、改めて世界の人口の中で16人っていう、具体的な数字で表
してあったので、余計に出会えたことの大切さとかがすごく分かって印象に残った。

大学生と話せたこと ･大学生と話して－人ひとl)でそれぞれ違う悩みがあったり、相談の乗り方とか、聞き方
とか学べたのですごくよかった。

･先生じゃない、講師でもない、自分たちに近い人が話すと、ああなんか、もっと身近な
ことかなって思う。

全体 ● いろいろなプログラムを通して価値観がみんなそれぞれ違うんだなっていうのが心に残っ
ている。
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Ⅳ、考察 的賞賛」「衝動的喚起」があげられる'0)・ビアエ

デュケーター養成セミナーの中で行う演習やロー

ルプレイについて「話の聞き方を習って、意識し

ながら話したけど、難しかった｡でも意識しなが

ら話していたら、色々お互い話を引き出したりし

て、楽しく話せた｡」というような意見が述べら

れており、高校生にとってやや難易度の高い課題

に工夫しながら挑戦し、満足のいく結果がもたら

されることによって遂行行動の達成の体験につな

がるものと考える。また、構成的グループ・エン

カウンターや仲間との話し合いは代理的経験や言

語的賞賛を得ることにつながる．本セミナーの中

で体験した「遂行行動の達成」「代理的経験」「言

語的賞賛」によって自己分析が深まり、自分自身

の認知の再構成が行われ、自己効力感が高まった

ものと推測する。

自尊感情は他者と比較することなく、自分自身

を好ましい人間、自分の行動を積極的に価値のあ

る者として評価する個人の自己の価値についての

知覚であり、社会的適応行動や建設的な行動に影

響を及ぼすu)。受講前のSelfEsteem尺度の得点

はこれまでの調査5)6)8)よりもやや低い傾向にあっ

た。しかし、受講直後、３カ月後の得点は他の調

査同様か、やや高い傾向であった。これまでの思

春期ビアカウンセリング受講者に対する調査でも、

自尊感情得点が平均得点より低かった群は受講後

に有意に点数が上昇する傾向が示されている5)6)。

ポジティブ．フィードバックは自尊感情を高める

効果があり、その効果は自尊感情の高い人よりも

低い人の方に見られるといわれる'2)。ビアエデユ

ケーター養成セミナーの中には参加者それぞれの

良いところや価値のあることを積極的に発見し、

それを伝えるようなポジティブ・フィードバック

が含まれている。今回得られた結果からも、ポジ

ティブ．フィードバックを与えることは自己に対

する価値観を高める上で重要な意味を持つことを

強く支持するものだと考える。また、小集団にお

ける共同学習は自尊感情の形成と変容をもたらす

ことができ、その効果は“仲間から受容され、支

今回のセミナー参加者は保健所から高校に向け

てビアエデュケーターの呼びかけをして、希望者

を募ったものである。初めての試みであり、内容

についての周知が徹底していなかったことや、開

催までの時期が短かったこともあり、予定してい

た人数よりも少ない人数で実施した。また保健活

動をしている生徒や将来、心理系、医療関係へ進

学したい生徒が中心となったためか受講者は女子

が圧倒的に多かった。しかし、他県の養成講座に

おいても受講する高校生は女性の比率が高いこと

が報告されている2)518）ことから、本事業のよう

な取り組みは女子生徒の方が男子生徒に比べ興味

を示す内容であることが予測できる。

養成セミナー受講後は、避妊や性感染症に対す

る知識の正答率が全般的に上がっており、特に性

感染症の正答率や「もし、性交するとしたら、コ

ンドームを必ず使う自信がある」と回答した人の

割合は３カ月後も高く維持されていたことから、

性感染症予防の側面から考えると好ましい方向に

変化しているといえる。それに加え、将来の人生

の計画などの項目に対する肯定的な回答の割合も

増加しており、自分の思っていることを伝えられ

る自信がある人も増加していた。そして、“知り

あって初めて性交すると仮定したとき,，「性交の

前に性感染症について考える」「性交の前に妊娠

について考える」と回答した割合が高く維持され

ていたことから、その場の雰囲気だけに押し流さ

れるのではなく、行動する前に自分がこれから取

る行動について考えることが期待できる。このよ

うな意識の変化は受講直後並びに３カ月後の自己

効力感（Self-Efficacy）や自尊感情（Self-

Esteem）が高かったことと関連していると考え

る。

行動に対する自己効力感は、行動の活性化や修

正に関連しており、行動選択に直接的な影響を及

ぼすといわれる。自己効力感を高めるための方法

としては「遂行行動の達成」「代理的経験」「言語

－８０－
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表７「ビアカウンセリング受講後自分自身の中で変化したことや気をつけるようになったこと」

－８１－

他者に共感する ･友達の気持ちに共感したりすることも大事なんだなっていうこともわかった。
･話のきき方などを学んで相手に共感することや相手の気持ちを受け止めることが、ちよっ

とできるようになったかなって思う 。

他者の気持ちを尊
重する

･人と話す時に、自分のことを先に考えるんじゃなくて、先に相手はどう思っているのか考

えた上で、言葉を選んで話せたりするようになった。

.（ピァカゥン
なって思うし

セリングの）話を聞いて、やっぱI)相談しているときは、

、相手も考えていることは同じだと思うから、相手はどう

話し聞いて欲しい

いうふうに思いな

がら相談しているのかなって、考えながら、その相談相手になってあげれるようになった。

･相手が言ったことを否定するばかりじゃなくて、もっと考えてみようって思うようになっ
た 。

･相手の立場に自分がなったときのように考えて発言するようになった。

･相手の意見を尊重することを始めたときに、もっと深いところとか、本当に思っていると
ころとかを言ってくれるようになって、本当の意味で相談に乗れたかなって思う。

異性との向き合い ．生きていくうえで、異性とちゃんと向き合うことは必要なことだと思った。クラスの男子

とか、なんか関わるのが苦手だったけど、ちょっと話せるように…なったかなって。

．，性が違ったら、違う意見が男と女で差があるのかなって思っていたけど、もちろん差はあ

るんですけど、でも同じ部分とかあるんだな。やっぱり、人間だから一緒なんだってわかつ
た 。

･彼氏に対して優しくなれたような。相手の気持ちも考えて自分の気持ちもちゃんと伝えら

れるようになった気がする。

他者の価値観を認
める

の いままで受け止めてなかった部分を受け止めることが出来て、その人のもっと深い部分の

気持ちとかきけるようになって、もっと深い話が出来るようなになった。

･人から相談されて、前は悲観的過ぎるんじゃないかとか、ちょっと否定的なことを考えた

Ｉ）していたけど、人それぞれ悩むところも違うので、そこは受け入れられるようになった

．やっぱり－人ひとり考えは違うので、否定しあっていてもラチが明かない。だから、そこ

は認めるしかないので、否定しあっているのを見るのもなんか全然楽しくなさそうなので、

宥めて、いいからそこ認め合おうみたいな感じ。

･話を聞いている中で他の人と意見が違ったら、自分の中に違和感があって難しいなって思っ

てるところがあったけど、そういう考え方とかを聞いていることが楽しいから、そういう

面でそれをカバーできるほど苦になってないかなって思う。

話をきくときの態

度

･人が話をしてるときは、きちんと相手を見て聞こうと思うし、あとは、自分が嫌なことを

人に言わないように気をつけるようになった。

･相手の目を見て、話したりとか、相手のことを考えて聞いたI)とかしている。
● もともと人と接すること自体が苦手だったけど、人の目を見て話せるようになった。

･否定だったけど、相手を宥める側になった。

･前は同じような発言が多かったけど、自分も言い方を変えたりしたら、また別の方向から
答えが返ってきたI）とか、具体的なことが聞けたI）した

･変に力をいれずに話を聞くこともできるようになった。

○

友人からの信頼が
増える

・自分のことをしゃべってくれるし、わかってくれてありがとうっていわれると、やっぱり

●

うれしい。

部活の中でとか、こういうことちょっと苦手だけど、今まで誰にも言えなかったんだって

言われて、話をしてくれることが増えたり、何でも言い合える友達が増えたかんじ。
･相談とかは受けるようになったかな。信頼じゃないけど、そういうのが少しはされたのか
な ○

自分自身と向き合

つ

● 私は、自分自身と向き合うことがちゃんとできるようになったかなっていうのを、自分の
中での変化かなって感じている。今までだったら、人と比べて自分はこうだって

■

７、つ

て落ち込んだ1)することとかも多かったけど、自分はこうなんだって思えるようになった

･友達と関わって〈のも大事だし、人との関わりって、いいと思うけど、自分自身と向き合
う機会をちゃんと持たないといけないなって、すごい感じるようになった。自分の時間を
持つって大事なんだなっていうふうに、思えるようになった。

社会へ目を向ける ･これから社会に出てもいろんな人と関わって、もっと自分の世界を広げていきたいなと恩

●

■

う ０

もともと人と接することが好きで、人みしりとかも全然なくて、社会に出て、全く知らな

かつた人と仕事っていう形で関わっていく上で何が大切なのかなって考えたりする。
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持され、好まれていることの認知”、“正確なコ

ミュニケーションと情報交換'，、“学習の動機づ

け，，、“学習の情緒的関与”によってもたらされ

る'3)。

一般的に性について人と語ることには抵抗を感

じる人が多い。また、性交渉に応じるか否か、ま

たコンドームを使用するか否かについては相手と

のかけひきが必要となる。かけひきを成功させる

ためには、知識、自分と相手に関する情報、情報

の分析、予測に加え、本音を語ることが欠かせな

い'４)。そこで本セミナーでは、１日目はコミュニ

ケーションに関する内容を中心にし、セミナー受

講者の人間関係を深めるように構成した。それに

加えて、相手の言動を批判せず、共感的態度で接

することなどを含んだグランドルールと８つの誓

約を決めており、最初にこれらのルールを丁寧に

説明した。グランドルールは、参加者を守り、安

心して心を開いて話せるためのものであり、８つ

の誓約は絶対に破ってはならないというわけでは

ないが、コミュニケーションを良好にすすめてい

く上で、常に念頭に入れておく必要がある。これ

らのルールや誓約を守ることによって仲間から受

容され、支持される場を作ることができ、その環

境の中での行うグループディスカッションや価値

討論によって、自己理解が深まり、かけひきの基

本的なスキルを修得することができる。それがセ

ミナー受講者の性行動に対する認識の変化をもた

らしたものと考える。

“ビアカウンセリングセミナーの中で印象に残っ

ているプログラムの内容とその理由”として述べ

られた内容から、ベーシックセミナーはピアエデュ

ケーターのコミュニケーションスキルの習得と他

者の価値観への気づきの場になっていることがわ

かった。また“ビアカウンセリング受講後自分自

身の中で変化したことや気をつけるようになった

こと,，の内容から、相手を尊重した対人関係が構

築できるようになり、他者との関係の中から、自

己理解を深め、自己受容することの大切さに気づ

いていることが述べられた。ビアカウンセリング

とは、相互支援的なエネルギーを内包する仲間意

識とともに、様々な学習や習得が可能なスキルを

駆使して、相談活動を行うという方法論である。

ベーシックセミナーではコミュニケーションにつ

いて考える内容や「ふれあい」と「自己発見」を

通して参加者の行動変容をもたらすことを目標に、

構成的グループ・エンカウンターのエクササイ

ズ，）を中心に構成した。エンカウンターには、

｢出会い」という意味がある。その「出会い」は、

本音と本音、心と心の交流という意味での「出会

い」である。構成的グループ・エンカウンターで

は、参加者同士が本音を語り合うことにより、自

己開示を促し、自分自身を新たに見つめなおすこ

とができる。また、コミュニケーションを通した

他者受容や信頼体験を得ることができ、他者から

見た自分を知ることができる。そして、自分自身

が他者について本音で語ることで他者に伝えるこ

とや、集団全体を通して自己を見つめなおすこと

ができることから、最終的には、自分自身を飾ら

ず、ありのままの自分でいられる人間関係づくり

を学ぶことが可能となる7)。今回の結果から、ピ

アエデュケーター養成において構成的グループ・

エンカウンターのエクササイズを体験したことに

よって、自己分析が行われ、自分自身の認知の再

構成が行われ、自己の価値観の修正が行われたこ

とが予測される。また他者の価値観への気づきか

ら、他者の価値観を尊重する姿勢や、他者の感情

を大切にする気持ちが養われたことも考えられる。

この気持ちの変化から対人関係の変化に手応えを

感じており、受講者の良好な対人関係の形成につ

ながったことが示唆される。このことから、人間

関係を基盤とする性＝生教育に構成的グループ・

エンカウンターを取り入れることは意義深いと考

える。ベーシックセミナーにおける体験から習得

した対人関係のスキルを生活の中で実践すること

によって、さらに自己理解、自己受容が深まって

いくと考える。その結果が３カ月後の自己効力感

と自尊感情の高さと関連しているのではないかと

考える。
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本セミナー受講後の活動として、高校の文化祭

での展示のほか、個別に友人や親にセミナーの内

容や使用した資料を使って、情報提供しているこ

とが示された。

前述したように、今年度は準備期間が短かった

ことや高校の事業は前年度に計画されていること

から、仲間への普及活動を高校の事業として計画

的に取り入れることは難しかった。そのような中

で、セミナーを受けた高校生たちが自主的に友達

や家族に個別に学んだことを伝えていたことが、

フォーカス・グループインタビューからわかった。

また、－校だけではあったが、高校生と大学生が

協力してホームルームを運営することができ、ビ

アエデュケーターとなった高校生からもホームルー

ムに出席した生徒たちからもよい評価を得ること

ができた。

以上の結果から、今回作成した高校生のビアエ

デュケーター養成プログラムは本事業を達成する

ために有効であるといえる。

囲気を示すような工夫や実際に体験する機会を設

けることが必要であるという意見が多かった。今

後の普及にあたっては、広報の方法についても検

討が必要である。
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